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開催概要
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1-1．FUKUSHI meets!とは
◉ 福祉系⼤学⽣と福祉法⼈の新たな出会いの窓⼝に

• 2014年度にFUKUSHIビッグバン︕と銘打って、⼤阪で福祉法⼈の紹介パネル展＋合同説明会を開催したことから活動が
始まった。

• 2015年度からは東京で開催。合同説明会形式で、全国から出展法⼈を集めて開催。
• 仕事のリアルを知るために、学⽣と福祉法⼈の「対話」を⼤切にしている。スーツ禁⽌、カフェのような設えで、会場全

体で対話しやすい空気づくりをしている。
• 2016年度、春からは⼤阪でも開催。
• 2020年春からのコロナ禍では、オンライン開催でのフェア実施へ。

◉ 2022年3⽉で9年⽬を迎える福祉就職フェアです︕
• 2014年6⽉20⽇(⾦)〜7⽉26⽇(⼟)＠⼤阪
• 2015年8⽉2⽇(⽇)＠東京

• 2016年3⽉21⽇(⽉)、7⽉3⽇(⽇)＠東京
• 2017年3⽉20⽇(⽉･祝)＠⼤阪、 3⽉27⽇(⽉)＠東京
• 2018年3⽉14⽇(⽔)15⽇(⽊)、6⽉3⽇(⽇)＠⼤阪、3⽉21⽇(⽔･祝)･22⽇(⽊)、5⽉20⽇(⽇)＠東京
• 2019年3⽉18⽇(⽉)・19⽇(⽕)、4⽉20⽇(⼟)、5⽉26⽇(⽇)＠⼤阪、3⽉21⽇(⽊)、22⽇(⾦)、4⽉28⽇(⽇)、5⽉19

⽇(⽇)＠東京

• 2020年2⽉17⽇(⽉)＠⼤阪対⾯、2⽉19⽇(⽔)＠東京対⾯、4⽉12⽇(⽇)、4⽉19⽇(⽇)、4⽉25⽇(⼟)、5⽉3⽇(⽇)、5
⽉19⽇(⽇)、5⽉17⽇(⽇)、5⽉24⽇(⽇)はすべてオンライン開催

• 2021年2⽉15⽇(⽕)〜6⽉20⽇(⽇)はすべてオンライン開催
• 2022年2⽉15⽇(⽕)〜6⽉19⽇(⽇)はすべてオンライン開催
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１-2．FUKUSHI meets!インターンシップとは

©FACE to FUKUSHI

● 福祉系⼤学⽣に、早い段階で福祉の現場のリアルを知ってもらえるきっかけづくりに

� FUKUSHI meets!福祉就職フェアにご参加いただいた、熱⼼な１〜３年⽣の「福祉の現場の
ことをもっと知りたい」「なかなか現場を知る機会が少ない」という声を受けて、就職を
考える４年⽣だけではなく、もっと早い段階で福祉の現場のリアルを知ってもらい、もっと
たくさんの学⽣さんに福祉の仕事に関⼼を持ってもらえるようにという想いから始まった
イベント。

� 福祉の仕事の魅⼒、素晴らしさ、重要性を伝えながら、これからの福祉を⽀える仲間になる
きっかけづくりを⽬的に実施。

� 仕事のリアルを知るために、学⽣と福祉法⼈の「対話」を⼤切にしている。スーツ禁⽌、
カフェのような設えで、会場全体で対話しやすい空気づくりをしている。

� これまでは「インターンシップフェア」を企画の軸にしながらも、⾳楽×福祉、芸術×福祉、
スポーツ×福祉など様々な⾓度から福祉を楽しめるイベントである「フクシゴトフェス!!」と
して開催してきた。

� 2019年度は、福祉の現場・しごとのことをこれまで以上にわかってもらい、インターン
シップ先を探すことのできるイベントとして「FUKUSHI meets!インターンシップ」として
開催した。

� 2020年度以降は、コロナウイルス感染拡⼤予防のため、オンラインにて開催。
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1-3．開催結果概要

©FACE to FUKUSHI

開催⽇ エリア 出展団体数 事前申込数 参加者数

12⽉11⽇（⽇）
12⽉11⽇（⽇）

関⻄
関東

9団体
10団体

66名
92名

52名
68名

参加対象者 福祉業界で就職を⽬指している全ての⼤学⽣・専⾨学校⽣

当⽇のプログラム

・出展団体によるリレープレゼン
└リレー形式で⾃法⼈の事業をPR。出展法⼈を⼀気に⾒れるプログラム。

・ブース型説明会
└オフライン形式と同様に、法⼈ごとにWEB会議室に分かれ、事業説明を実施。

・FACE to FUKUSHIスタッフによる相談ブース
└スタッフが常駐し、就職活動の相談に対応。

フェアの特徴

◆ 全国の最先端の福祉法⼈が集まる︕

◆ 福祉への熱量の⾼い学⽣が多数来場︕

◆ オンライン開催のため、現場中継も可能。リアルな様⼦が知れる。



開催結果まとめ
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2-1．参加学⽣の学年の内訳/フェアの満⾜度

©FACE to FUKUSHI

● メインの参加者は、就職活動を控える３年⽣となった。
● 次いで4年⽣となり、インターンシップを通して就活を進める様⼦が伺えた。
● 参加した学⽣のうち97%の学⽣が、⼤変満⾜及び満⾜であると回答した。

12%

77%

9%

2%
0%

学年の内訳

2023年3月卒（現大学4年生）

2024年3月卒（現大学3年生）

2025年3月卒（現大学2年生）

2026年3月卒（現大学1年生）

その他
97%

3%

0% 0%

フェアの満足度

大変満足+満足

普通

不満

大変不満
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2-2．各ブースを訪問した理由

©FACE to FUKUSHI

● 当⽇の30秒のリレープレゼンを⾒て、訪問するブースを選択した学⽣が最も多い。
● 事前準備をしていた法⼈の情報を⾒て訪問を決めた学⽣も3割いることから、

サイトの法⼈情報やリレープレゼンを含め事前に「準備」を法⼈内で整えておくことが
参加者のブース訪問に繋がっていると考えられる。

9%

32%

55%

1% 0% 1%

2%
もともと法人のことを知っていた

インターンシップフェアのサイト（特設サイト含む）の

求人情報を見て

30秒のリレープレゼンを見て

他のイベントで今日出展することを知ったから

出展法人から案内があり、今日出展することを知っ

ていたから

先生・友人・知人からの紹介があったから

その他
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2-3．インターンシップフェアに参加した理由

©FACE to FUKUSHI

● 福祉のインターンシップに参加した理由は「⾊んな法⼈の話を聞きたい」や「働きたい分野を
知りたい」ことが上位あることから、就職を念頭に置いて参加していることがわかる。

● 就活の事前準備として参加し、就活への不安を払拭したいことが⾒受けられる

33

18

23

35

48

11

3

2

0

0 10 20 30 40 50 60

働きたいと思っている分野について知るため

働きたい分野を決めるため

インターンシップ先を探すため

就職活動が不安だから

いろんな法人の話を聞きたかったから

実習では見られないところを見るため

友達に誘われて

その他

無回答

複数回答可
関西と関東を合算
単位：人
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2-4．インターンシップに期待する内容

©FACE to FUKUSHI

● 参加者は法⼈に「職場体験」型のインターンシップ実施を求めていることがわかる
● 法⼈の事業説明を聞きたいことからインターンシップは就活の⼀環だと捉えている学⽣が多い

53

24

40

8

3

2

0

0 10 20 30 40 50 60

職場体験

職員との座談会

法人の事業説明

業界研究セミナー

グループワーク

その他

無回答

複数回答可
関西と関東を合算
単位：人
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2-4．インターンシップに参加する期間の希望

©FACE to FUKUSHI

● インターンシップの期間については関⻄・関東のエリアによって回答に⼤きく違いが出た
● 法⼈から指定された⽇時に1回開催をするよりも、1⽇や2〜3⽇等などの期間を選べた⽅が

学⽣は参加をしやすいと考えられる

44%

48%

4%
4%

0%
0%

0%

関西

77%

18%

0%
2% 3%

0% 0%

関東

1日

２～３日

４～５日

６～７日

月に１～２回を複数月

半年間

無回答
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2-4．インターンシップの希望開催⽅式

©FACE to FUKUSHI

● インターンの開催⽅式には特にこだわらない学⽣が半数を占めているが、
社会の動向を⾒ながら個⼈によって希望は変わる可能性があると考えられる。

32%

20%

48%

関西

20%

18%
62%

関東

対面式

オンライン

どちらでもよい
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2-4．インターンシップ先は就職先の候補に⼊るか

©FACE to FUKUSHI

● インターンシップを通して就活をし、就職先をも視野に⼊れている学⽣が7割いることから、
早期から就職を意識して⾏動する学⽣が⼀定数いることがわかった。

30%

44%

23%

1% 2%

入っている

やや入っている

分からない

あまり入っていない

入っていない



各⽇程別の開催結果
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12/11＠関⻄

©FACE to FUKUSHI

参加学⽣数 52名（事前申込66名）
ブース訪問数平均 2.8法⼈ / 学⽣1名あたり
学⽣満⾜度 96.0％

� 参加学⽣データ

� 出展法⼈データ

出展法⼈数 9法⼈
ブース訪問学⽣数 16.2名 / 1法人あたり

法⼈満⾜度 100％

� 参加⼈数の多かった学校上位10校

� 参加学部
●その他参加学校（参加⼈数が多い順に表記）

神⼾学院⼤学
⼤阪府⽴⼤学
関⻄⼤学
神⼾⼥学院⼤学
⿓⾕⼤学
近畿⼤学
同志社⼤学
武庫川⼥⼦⼤学
武蔵野⼤学
佛教⼤学

4
4
3
3
3
2
2
2
2
2

愛知淑徳⼤学
安⽥⼥⼦⼤学
岡⼭県⽴⼤学
花園⼤学
関⻄国際⼤学
関⻄福祉科学⼤学
京都橘⼤学
京都府⽴⼤学
⾦城学院⼤学
埼⽟県⽴⼤学
四天王寺⼤学
神⼾親和⼥⼦⼤学

⻄九州⼤学
⻄南学院⼤学
早稲⽥⼤学
⼤阪⼈間科学⼤学
筑紫⼥学園⼤学
⻑崎医療⼦ども専
⾨学校
桃⼭学院⼤学
徳島⽂理⼤学
奈良⼥⼦⼤学
⼋⼾学院⼤学
北海道医療⼤学
名古屋⼥⼦⼤学
名古屋⼤学

60%

4%

8%

16%

0%
0%

12%

0%

社会福祉

介護福祉

児童福祉

心理

教育

社会起業

その他

無回答
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12/11＠関東

©FACE to FUKUSHI

参加学⽣数 68名（事前申込 92名）
ブース訪問数平均 3.2法⼈ / 学⽣1名あたり
学⽣満⾜度 97.4％

� 参加学⽣データ

� 出展法⼈データ

出展法⼈数 10法⼈
ブース訪問学⽣数 21.5名 / 1法人あたり

法⼈満⾜度 100％

� 参加⼈数の多かった学校上位10校

� 参加学部
●その他参加学校（参加⼈数が多い20⼤学を表記）

ルーテル学院⼤学
岡⼭県⽴⼤学
沖縄⼤学
関⻄福祉⼤学
熊本学園⼤学
淑徳⼤学
昭和⼥⼦⼤学
上智⼤学
新潟国際情報⼤学
聖学院⼤学
⻄南学院⼤学
跡⾒学園⼥⼦⼤学
川村学園⼥⼦⼤学
創価⼤学

8
6
5
4
4
2
2
2
2
2
2
2

武蔵野⼤学
東洋⼤学
⽴教⼤学
駒澤⼤学
⽂教⼤学
埼⽟県⽴⼤学
相模⼥⼦⼤学
⼤正⼤学
筑波⼤学
東北福祉⼤学
⽂京学院⼤学
法政⼤学

79%

2%
3% 5%

3% 0%
8%

0%

社会福祉

介護福祉

児童福祉

心理

教育

社会起業

その他

無回答

早稲⽥⼤学
ルーテル学院⼤学
⻑崎医療⼦ども専⾨学校
東海学園⼤学
東海⼤学
東京福祉⼤学
奈良⼥⼦⼤学
⽇本社会事業⼤学
武庫川⼥⼦⼤学
北海道医療⼤学
北九州市⽴⼤学
明星⼤学
琉球⼤学
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出展法⼈⼀覧

©FACE to FUKUSHI

関⻄
ブース番号 法⼈名 所在地 事業分野

1 社会福祉法⼈和悦会 ⼤阪府 ⾼

2 社会福祉法⼈カトリック京都司教区カリタス会 京都府 ⾼・地

3 社会福祉法⼈きらくえん 兵庫県 ⾼

4 社会福祉法⼈京都⽼⼈福祉協会 京都府 ⾼・知・児

5 株式会社ビザライ 沖縄県 児・地・保

6 社会福祉法⼈産経新聞厚⽣⽂化事業団 ⼤阪府 知・地・⽣

7 社会福祉法⼈四幸舎和会 ⼤阪府 知

8 社会福祉法⼈みねやま福祉会 京都府 ⾼・児・知

9 社会福祉法⼈福知⼭学園 京都府 知・⾼・児

［事業分野の凡例］
知︓知的障害
精︓精神障害
⾝︓⾝体障害
⾼︓⾼齢
児︓児童
保︓保育
地︓地域福祉
⽣︓⽣活困窮
ニ︓ニート・ひきこもり・不登校⽀援
医︓医療
中︓中間⽀援/⾏︓⾏政
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出展法⼈⼀覧

©FACE to FUKUSHI

関東
ブース番号 法⼈名 所在地 事業分野

1 社会福祉法⼈⽇翔会・医療法⼈社団⽇翔会 ⿃取県 ⾼

2 社会福祉法⼈奉優会 東京都 ⾼・地

3 株式会社でぃぐにてぃ 東京都 ⾝・⾼・児

4 社会福祉法⼈永寿荘 埼⽟県 ⾼・保・知

5 社会福祉法⼈さくら会 東京都 ⾼

6 社会福祉法⼈賛育会 東京都 ⾼・保・医

7 社会福祉法⼈福祉楽団 千葉県 ⾼・児・地

8 社会福祉法⼈武蔵野会 東京都 知・児・⾼

9 社会福祉法⼈みずき福祉会 東京都 知・⾝・地

10 社会福祉法⼈ロザリオの聖⺟会 千葉県 地・知・精

［事業分野の凡例］
知︓知的障害
精︓精神障害
⾝︓⾝体障害
⾼︓⾼齢
児︓児童
保︓保育
地︓地域福祉
⽣︓⽣活困窮
ニ︓ニート・ひきこもり・不登校⽀援
医︓医療
中︓中間⽀援/⾏︓⾏政


